[bookmark: _GoBack]実施要綱　別記第20号様式

  福祉のまちづくり／高齢者・障がい者等の自立生活支援／子どもの健全育成促進事業
　[ (22)市町村子ども発達支援センター事業 ]

１　実施主体等
	市町村子ども発達支援センター
	市町村名
	

	
	名　　称
	

	市町村子ども発達支援センター事業を担当する職員
	氏　　名
	
	
	

	
	職　　種
	
	
	

	
	経験年数
	
	
	

	実  施  方  法
	単独で実施　・　広域実施（構成市町村名：                                                   　  ）

	
	直営で実施　・　委託で実施（委託先：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ）



２　支援を必要とする児童
	
	区   分
	乳幼児(0～6歳)
	小学生(7歳～12歳)
	中高校生(13歳～17歳)
	合  計

	
	市町村子ども発達支援センターへの定期利用児
	人
	人
	人
	人

	
	市町村子ども発達支援センターへの不定期利用児
	支援延月数　　月
	支援延月数　　月
	支援延月数　　月
	支援延月数　　月



３　発達支援体制コーデイネート
	事
業
	ア
  ニーズ把握やサービス調整
	イ
  ネットワーク の構築
	ウ
　発達支援体制を整備する会議の開催
	エ
　関係機関事業への協力
	オ
　関係職員への研修
	カ
　家族への相談
  支援・研修
	キ
　当事者支援の
　調整
	ク
 地域住民への
 啓発

	内
容
	
	
	
	
	
	
	
	



４　経費
	総事業費
	交付対象経費
	交付金額
	備考（交付金額積算の内訳）

	
	
	
	定期利用児への支援
	不定期利用児への支援
	発達支援体制
コーデイネート
	計

	円
	             　円
	          　　　円
	                円
	                円
	               円
	              円


市町村様式１１
  福祉のまちづくり／高齢者・障がい者等の自立生活支援／子どもの健全育成促進事業
　[(22)市町村子ども発達支援センター事業]

  【記載上の留意事項】
　　　　
※　定期利用児　：市町村子ども発達支援センターに週１回程度以上通園していること。
　　　　※　不定期利用児：市町村子ども発達支援センター以外の保育所、幼稚園等に主として通っており、市町村子ども発達支援センターを不定期に利用している児童。学齢児は、市町村子ども発達支援センターの利用状況に関わらず、「不定期利用児」とする。
※　発達支援体制コーデイネート
　　　　　ア ニーズ把握やサービス調整　　　　　：アンケート調査、ケアマネジメントの実施等、
　　　　　イ ネットワークの構築　　　　　　　　：ケース会議、ネットワーク会議、事例検討会議等の開催
　　　　　ウ 発達支援体制を整備する会議の開催等：地域療育推進協議会、自立支援協議会の部会等他の協議会を活用した会議の開催等
　　　　　エ 関係機関事業への協力　　　　　　　：乳幼児健診、母子保健や子育て支援の広場事業、就学指導委員会、障がい者団体主催事業等への協力
　　　　　オ 関係職員への研修　　　      　    ：福祉施設職員、保育士、幼稚園教諭、学校教諭等
　　　　　カ 家族への相談支援・研修事業　　　　：母親・父親教室、介護指導支援事業、宿泊事業等の実施、
　　　　　キ 当事者支援の調整              　  ：保護者ｸﾞﾙｰﾌﾟ、きょうだい会の立ち上げや運営支援等
　　　　　ク 地域住民への啓発　     　         ：講演会、広報用パンフレット等の作成
※　内容欄には、事業実施の時期、対象者数・参加者数等概要を具体的に記載すること。
